
                                                            
 
 

 
 

 

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
 
 
 

長崎県病院企業団とは、平成２１年４月に、旧県立病院（２病院）と旧長崎県離島医療

組合病院（８病院）が設置運営していた経営を継承し、長崎県と市町が一体となって病院

を経営することにより、県民の健康な生活を確保することを目的として設立された地方自

治法上の特別地方公共団体（一部事務組合）です。対馬地区は長崎県対馬病院と長崎県上

対馬病院が含まれています。

長崎県病院企業団では、人口の減少など様々な要因で患者数の減少か続いており、大き

な赤字を計上しています。上対馬病院も赤字経営が続いており、存続が厳しい時期を迎え

ています。

長崎県病院企業団では「郷診郷創」（地域

での受診が地域を創る）という造語をスロー

ガンとして、何とか、病院経営の危機を乗

り越えたいと考えています。郷土の医療を

守るためには、それぞれの地域の病院を受

診していただくことで、郷土の病院を守る

ことができ、郷土を創造できるということ

です。

地域病院が地域住民の信頼を得てこその

「郷診郷創」になりますが、地域に病院がな

くなることが起こってはならないことです。

地域住民が生活していくうえで医療は、な

くてはならないものです。「郷診郷創」のス

ローガンをご理解いただき、対馬島内の医

療機関を受診していただき、必要があれば

島外の医療機関に紹介受診されるよう、お

願いできれば、、と思います。
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